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【教育目標】ともに遊び ともに学び ふるさとにいがたを愛する子 

オンリーワン ～自分大好き 学校大好き 地域大好き～ 

 

    学校が、一人一人にとって安全な居場所であり続けるために 

              ～６月は「いじめ見逃しゼロ協調月間です」～ 

                            
校長  

６月に入り、担任が子どもたち一人一人と面談し、本人の

頑張りや良さを伝えたり悩みや心配ごとを聞き取ったりする

時間を設定しました。４月５月の様々な取組や学校行事に対

して頑張ってきた子どもたちにとって、その疲れやストレス

のピークを迎える時期が６月と言われるからです。定期的な生活アンケートに加え、教育相

談等で得た情報を全職員で共有し、学校全体で子どもたち一人一人に寄り添った支援に努め

ています。また、保護者の皆様とも共有するために今月中旬に個別面談を設定しています。

子どもたちの疲れやストレスは、学校生活、とりわけ交友関係に大きな影響を及ぼします。

大きな問題にならないよう、「新潟小学校いじめ防止基本方針」に基づいて、日ごろから、①

いじめの未然防止 ②いじめの早期発見 ③迅速かつ適切な対応を心がけています。具体的

には次の点に配慮し、いじめ防止やいじめ見逃しゼロに取り組んでいます。 

 
☆どのような言動がいじめなのか具体的に指導を継続すること (被害感を重視) 

６月の全校集会で話をしました。今回は、特に子どもたち

からの訴えで最も多い内容を伝えました。一番多いのは「言

葉の暴力(悪口等)」「無視、仲間はずし」です。自分たちの

現状を知ることで、自身の言動を振り返りクラス全体でも

具体的な行動目標を決めて取り組むなど自分事として考え

てほしいと思ったからです。また、「ズボンおろし」は、い

じめ(犯罪)です。これから水泳学習が始まり着替えの場面が

多くなります。「プライベートゾーン」にふれない、さわらない、自分から見せないこと再確認し

ました。「プライベートゾーン」とは水着で隠れている部分および口や頬で、自分だけの大切なと

ころです。梅雨に入るこれからの季節は、校内での遊びが中心となり、必要以上に互いに近い距

離で過ごすことが増えてしまいます。プロレスごっこやこちょこちょ等、身体接触によりリスク

が高まる遊び方はしないよう繰り返し指導しました。 

 

☆悩みなどを相談しやすいように日ごろから子どもたちとの信頼関係を築くこと 

 子どもたちから困りごとや悩みを相談されたら、決して後回しにしないことを全職員で心掛け

ています。子どもへの指導以外の場面(行事等の準備や片づけ)で、保護者の皆様と地域の皆様か

ら多大なるご協力とご支援をいただいていることに心より感謝申し上げます。学校で生活してい

ると、何もない日はありません。何かあったとしても、子どもたちの心がすっきりしていて明日

を迎えられること、そのために、今後も子どもと向き合う時間を大事にしていきます。 
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☆子どもが安心して学校生活を送ることができるように「居場所づくり」「絆づくり」に努めること 

 困難さや不安を抱えている子どもたちが安心して学校

生活を送れるように支援と配慮をしていくことは学校の

責務です。本人と保護者の方との合意形成を大事にしな

がら、一人一人にとって学校や学級が安心できる居場所

であるよう努めます。また、6 月 17 日には「絆集会」を

行います。児童会が中心となって企画運営をします。全

校で今年度の「いじめ見逃しゼロ宣言」を行い、各クラ

スでも「いじめ見逃しゼロ」のための取組を一年間継続

していきます。(11 月に、全校で中間の振り返りをします。) 

 

☆協力したり一緒に課題を解決したりする経験を通して、互いの個性を尊重し、一人一人の自己肯定

感と思いやりの心を育むこと 

 年間を通じて縦割り班活動を行う目的の一つは、一人一人の自

己肯定感と思いやりの心を育むことにあります。(①～③を大事に

しています。) 

① だれとも違う唯一の存在であるオンリーワンの子どもたちに、目

標と役割があること 

② その実現に向かって努力する過程を互いに認め合うこと、教師は

見逃すことなく賞賛し励ますこと 

(たとえ失敗しても、やり直せること、修正できることを子も大人も受け入れること) 

③ 成長や努力の過程を一人一人が実感できること     

 

☆学校生活の大半を占める授業について、わかる授業、全ての子が参加し活躍する授業を工夫し実践

すること 

 子どもたち同士が対話する、子どもが語る授業づくりを合

言葉に授業改善に努めています。全員が「楽しい」と実感で

きるからこそ必要感のある対話が生まれます。今まで培った

ノウハウとともに、学習状況の適切な把握と授業への反映、

学びを深め次の学習につながる振り返りを大事にしながら実

践を重ねていきます。 

７月の予定  
２日 (木) 委員会活動 １６日 (木) ４限給食後下校(13:20 頃) 

３日 (金) ししの日 書道教室 2,3 限 １７日 (金) ワックスがけのため物品移動 

６日 (月) 町内子ども会(５限)   4 限給食後下校(１３：４０頃) 

９日 (木) 学習参観 学年懇談会 ２０日 (月) 海の日 

   ２１日 (火) １学期給食最終日 下校(１2：４０頃) 

  読み聞かせ ５限放課(15時下校) ２２日 (水) 1 学期終業式(１1：４０頃下校) 

１３日 (月) ５限後下校(～15 日) ２５日 (土) いこいの森整備作業(7:00～) 

  生活アンケート ２７日 (月) ２年生学年行事(午前) 

  期末大清掃① ３１日 (金) わくわく体験塾(9:00～11:00) 

１５日 (水) 期末大清掃②   (新潟小では火起こし体験) 

 


